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治療計画により照射したゲル線量計の吸収線量による発色量分布と、治療計画による物理線量分布を比較

した。ビーム照射軸に水平面の相対発色量分布は、物理吸収線量のそれとよく一致した。 
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1. 緒言 

吸収線量に応じて発色するゲル線量計は，吸収線量の三次元分布を簡易に評価できる可能性があり，放

射線がん治療時の QA/QC への適用が期待されている。本報では，治療計画システムで作成した照射体系に

よりゲル線量計を 12C6+で照射して発色量の三次元分布を測定し、吸収線量分布評価への適用性を検討した。 

2. 試験 

ロイコ色素を発色成分とする色素ゲル，部分ケン化ポリビニールアルコール－ヨウ化カリウム（PVA-KI）

ゲルを対象とし 1，2、神奈川県立がんセンターの i-ROCK*にて照射した。治療計画システムで設定した照射

領域を図 1 に示す。発色量の分布はオプティカル CT で測定した。光の透過量を Gray Value に変換後、三

次元再構成して発色量の三次元分布を得た。これと治療計画による物理吸収線量を比較した。 

3. 結果と考察 

色素ゲルを例に照射結果を図 2 に示す。外観観察や Gray Value 分布から、ゲルの発色領域は治療計画で

設定した照射領域と良く一致することを確認した。Gray Value 分布図中の矢印方向における発色量の相対

分布は、治療計画で設定した物理吸収線量の相対分布と極めて良く一致した。一方で、照射軸方向では物

理線量とゲルの発色量の分布に差異が見られることを確認した。 
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図 1 治療計画で設定した照射領域 図 2 照射試験結果と治療計画による線量分布の比較 
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